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戦争の足音が徐々に高まっていった時代、愛のためにすべてを捨

て、手に手をとってユートピアをめざしたふたり。世間のしがら

みから自由になっての「逃避行」は誰もが憧れるものではありま

すが、現実の冷徹さを教えてくれたのが、この事件です。

1938（昭和13）年1月5日 人気女優・岡田嘉子が愛の逃避行に走る！

※新聞紙面は、データベース「明治・大正・昭和の読売新聞」（CD-ROM、DVD）から構成しています。

この特別号「女のクロニクル90年」は、『婦人公論』年間定期購読者のみなさまに贈呈いたします。次号（4月7日発行）は「『婦人公論』広告でたどる“女の論点”」を取り上げます。どうぞご期待ください！

1927（昭和2）年3月27日、映画『椿姫』撮影中、
岡田嘉子は相手役の竹内良一と出奔。華族の子
息だった竹内が宮内省に廃嫡願を提出して結
婚。その後、嘉子は松竹と契約したものの役に
恵まれず、活動を舞台に移行。そして、36（昭
和11）年、演出家・杉本良吉と出会います。知
的で情熱家の嘉子と共産主義者の杉本が激しい
恋に落ちるのは、運命だったのかもしれません。

出会ってしまった
運命の男と女

杉本は当時、非合法の共産党に入党して検挙さ
れ、嘉子と出会ったときは執行猶予の身でした。
折りしも2･26事件や日中戦争開戦の影響で表現
活動の統制が行われ、軍国主義が強化されたこ
ろ。杉本が召集を受ければ前線送りは確実です。
嘉子は新天地で女優としての活躍を、杉本は前
衛的な演出法の習得を夢見て、共産党国家・ソ
連への「赤い恋の逃避行」を決意します。

「赤い恋の逃避行」を
決意するまで

1938（昭和13）年1月、２人は樺太の国境警備
員にソ連との国境標識へ案内させ、到着するや
吹雪の中を駆け抜けて越境。しかし、不法入国
者に「ユートピア」の現実は厳しく、すぐに引
き離され、それが今生の別れとなりました。杉
本は翌39年、スパイ容疑で銃殺されますが、そ
れをロシア当局が認めたのはソ連崩壊後の92
（平成4）年、嘉子が死んだ年でした。

裏切られた
ユートピアの夢

http://www.yomiuri.co.jp/database/

「昭和の読売新聞　戦後Ⅱ」発売

この「女のクロニクル90年」でおなじみの紙面記事

データベース「明治・大正・昭和の読売新聞」（CD-

ROM・DVD）。明治、大正、昭和戦前Ⅰ・Ⅱ、戦後Ⅰ

に続くシリーズ第6弾として、戦後Ⅱが発売されま

した。高度成長期の9万5931ページに及ぶ全紙面、

約88万本の記事を収録。

これで明治7年の創刊時

（1874年11月2日）から

97年分の記事がすべて

検索できるようになり

ます。詳細はホームペ

ージをご覧ください。

岡田嘉子は1902（明治35）年4月21日、
広島で誕生。リベラルな考えをもつ
新聞記者の父に愛され、書物に親し
む聡明な少女は17歳のとき、父の知
人の劇作家・中村吉蔵の弟子となり、
女優の道を歩み始めます。劇団巡業
中に同じ劇団員の子供をみごもるも
結婚を拒み、出産した男児を弟とし
て実家の籍に入れ、女優業に邁進。
美貌と演技力にさらに磨きをかけ、
22（大正11）年には日活と契約。つ
いにトップ女優の地位を築いた嘉子
でしたが……。
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読売新聞1938年1月5日

読売新聞1958年9月26日付夕刊

周囲の人には「伊東に
行く」などと話してい
た嘉子。杉本良吉こと
本名吉田好正は「信州
に行く」と告げ出かけ
た数日後のことでした

豊富な記事、使いやすさなど高い評価
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(毎月7日、22日発売)は日本で唯一の女性総合誌です。定期購読のお申し込み・お問い合わせは、中央公論新社特販部まで　TEL03-3563-2099  FAX03-3567-3904

この世に男と女が登場したときから、恋愛がらみの事件は後を絶ちませんで
した。岡田・杉本の「逃避行」以外にも、新聞紙面を騒がせた事件には、心
中あり、離婚あり、はたまた愛のために横領も辞さない男女あり。そして、
DV（家庭内暴力）の末の殺人まで起こるいま。男と女がいるかぎり……。
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雑誌『婦人公論』創刊。

無政府主義者の大杉栄が三角関係の末、神近市子に刺される。

スター女優松井須磨子が、師であり愛人の島村抱月の後を追って自殺、32歳。

歌人柳原白蓮が九州炭坑王の夫を捨て、愛人宮崎竜介と出奔。

作家有島武郎と、人妻で『婦人公論』記者の波多野秋子が心中。

医学博士夫人宮下あきが、イタリアに滞在中のオペラ歌手藤原義江のもとへ走る。

谷崎潤一郎が夫人千代を離婚し、佐藤春夫と結婚させる３者合意を声明。

新興キネマ女優志賀暁子が映画監督阿部豊との間の嬰児堕胎で勾引、起訴される。

阿部定が東京・尾久の待合で情夫を殺害、下腹部を切り取って逃走。20日に逮捕。

新劇女優岡田嘉子が新協劇団演出家杉本良吉と樺太国境を越え、ソ連に亡命。

天皇の「戦争終結の勅書」が正午にラジオ放送。日本は無条件降伏で終戦。

作家太宰治が玉川上水で美容師山崎富栄と入水自殺。

歌人川田順が大学教授夫人鈴鹿俊子と「老いらくの恋」の果て家出（12月４日結婚）。

女優水谷八重子と守田勘弥が離婚声明を出し、離婚ブームのモデルに。

元満州国皇帝溥儀の姪愛新覚羅慧生と学習院大同級生のピストル心中死体発見。

大映の映画女優毛利郁子が愛人を刺殺する。

滋賀銀行山科支店の奥野彰子が横領で逮捕。総額９億2000万円を着服。

三和銀行茨木支店の伊藤素子が愛人のため１億3000万円をオンライン操作で横領。

警視庁が愛人バンク「夕ぐれ族」を売春斡旋容疑で摘発。代表の筒見待子を逮捕。

鳥取地裁が、夫婦間レイプで夫に有罪判決。

NECのOL北村有紀恵が愛人宅に放火。子供２人を殺害。

東京・渋谷区円山町のアパートで東京電力OLの絞殺死体発見。

新宿・渋谷に外資系金融機関社員のバラバラ遺体、32歳の妻が逮捕される。

読売新聞1923年7月9日付

読売新聞1923年7月9日付

3人の子を残して妻に先立たれた作
家・有島武郎と、『婦人公論』記者・
波多野秋子の仲が急接近し、やがて
肉体関係へと発展。秋子の夫はあえ
て姦通罪で訴えようとはせず、彼女
を扶養し職業婦人に育てるのにかか
った代金を要求したのです。愛する
女性を金に換算する屈辱には耐えら
れないと、有島は死をもって贖

あがな

うこ
とを決意。1923（大正12）年6月9日、
「濡れそぼちながら最後のいとなみを
している」「いま歓喜の絶頂において
死を迎える」などと愛の場面を記し
た壮絶な遺書を残して縊死心中を遂
げます。腐乱し、びっしりと蛆が湧
いた２人の遺体が発見されたのは、
翌月の七夕の日でした。

凄絶なる愛の最期
有島武郎「軽井沢情死」事件

許されない間柄でし
たが、ふたりの死を
悼み紙面では糾弾し
ていません。波多野
は『婦人公論』の優
秀な記者だったとか

1930（昭和5）年8月、作家・谷崎潤一郎が、
妻・千代を友人の作家・佐藤春夫に譲り、3人
連名の声明書を知人らに送るという珍事が起
きました。以前から千代の妹に性的な関心を
抱いていた谷崎は、次第に千代を冷遇。千代
に同情する佐藤の思いはやがて愛情となり、
とうとう妻と離婚。それを契機に谷崎と千代
も離婚します。翌年元日の新聞で「来てくれ
る人さえおれば、また新しい女房を持とうと
思う」（写真下）と語った谷崎。予告どおり
（？）半年後には、親子ほど年の違う古川丁

と

未
み

子
こ

と再婚しました。

文壇的珍事!?
前代未聞の「夫人譲渡事件」

戦前の「男と女の事件」は、姦通罪あるいは
その存在が事の誘因となった例が数多くあり
ました。では、現代の「男と女の事件」の鍵
とは？　1973（昭和48）年と81（昭和56）年
に起こったベテラン女性銀行員による巨額横
領の動機は、いずれも「愛する人のため」で
した。また、2002（平成14）年には青森県住
宅供給公社の元男性職員が14億円もの金を横
領し、その多くをチリ人妻に渡していたとい
う事件が発生。今日、姦通罪から解放された
「男と女の事件」の鍵を握るのは、どうやら
「金」といえそうです。

男と女を結ぶ
事件の鍵は……

読売新聞1931年1月1日
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